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地 方
六団体

決
議
文
を
読
み
上
げ
る
本
会
の
山
内

弘
一
・
社
会
文
教
委
員

決

議

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険

が
直
面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
期
し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催

し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る

よ
う
本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
に
お
け
る
低
所
得
者
に
対
す
る
財
政
支
援
の
強
化

を
早
急
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
枠
を
超
え
た
更
な
る
国
庫
負

担
の
引
き
上
げ
等
国
保
制
度
の
財
政
基
盤
の
一
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

一
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
に
基
づ
く
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
体
の
意
見
が
反
映
で
き
る
仕
組
み
と
し
、
今
後
の
高
齢
者
医
療

制
度
を
は
じ
め
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
実
現
の
た
め
必
要
な
検
討
を
行
う

こ
と
。

一
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
円
滑
な
推
進
の
た
め
、
保
健
師
等
必
要
な
人
材
確
保

と
所
要
の
財
政
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
実
施
率
等
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療

支
援
金
の
加
算
・
減
算
措
置
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

一
、
地
域
医
療
体
制
の
充
実
強
化
の
た
め
、
医
師
や
看
護
師
等
の
絶
対
数
の
確
保
や

地
域
偏
在
等
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
医
療
等
の
分
野
に
お
け
る
情
報
の
効
果
的
な
利
活
用
方
策
の
検
討
に
際
し
て

は
、
地
方
自
治
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、
被
保
険
者
資
格
の
適
用
適
正
化
を
推
進
す

る
な
ど
、
被
保
険
者
の
利
便
性
の
向
上
と
事
務
の
合
理
化
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

右

決
議
す
る
。

平
成
２４
年
１１
月
２２
日

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

国国
保保
財財
政政
のの
安安
定定
をを
求求
めめ

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

が
１１
月
２２
日
、
東
京
・
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
本

会
を
代
表
し
社
会
文
教
委
員
の
山

内
弘
一
・
柏
市
議
会
議
長
が
議
長

団
に
選
出
さ
れ
た
。
大
会
は
、
山

内
委
員
に
よ
る
▽
医
療
保
険
制
度

の
一
本
化
早
期
実
現
▽
国
民
健
康

保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
の
確
保

―
な
ど
決
議
案
７
項
目
の
発
表

後
、
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
�

決
議
文
は
左
上
掲
。

大
会
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

あ
い
さ
つ
を
金
子
順
一
・
厚
生
労

働
事
務
次
官
が
、
総
務
大
臣
の
あ

い
さ
つ
を
黒
田
武
一
郎
・
総
務
省

大
臣
官
房
審
議
官
が
、
そ
れ
ぞ
れ

代
読
し
た
。
ほ
か
与
党
を
代
表
し

民
主
党
の
津
田
弥
太
郎
・
参
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
筆
頭
理
事
が
、

野
党
を
代
表
し
自
民
党
の
福
岡
資

麿
・
党
厚
生
労
働
部
会
長
が
、
あ

い
さ
つ
し
た
。

テ
ー
マ
の
調
査
方
法

役
員
会
開
催
し
決
定

あ
い
さ
つ
す
る
小
林
茂
裕
・
会
長

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
小
林
茂
裕
・
福
山
市
議
会
議

長
）
は
１１
月
１９
日
、
東
京
・
全
国
都

市
会
館
で
役
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
平
成
２４
・
２５
年
度

調
査
研
究
テ
ー
マ
の
「
都
市
に
お

け
る
災
害
対
策
と
議
会
の
役
割
」

に
関
す
る
調
査
案
に
つ
い
て
協
議

し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

同
調
査
は
、
都
市
研
に
加
盟
す
る

全
８６
市
の
ほ
か
、
被
災
自
治
体
の

議
会
を
対
象
と
し
、
１１
月
下
旬
を

目
途
に
実
施
す
る
。
調
査
項
目
は

▽
災
害
（
防
災
）
対
策
に
関
す
る

基
本
条
例
等
▽
地
域
防
災
会
議
・

地
域
防
災
計
画
等
▽
議
会
独
自
の

災
害
対
策
に
関
す
る
取
組
み
―
な

ど
。

都市研

上
田
登
氏
（
京
田
辺
市
議
会
議

長
）
１１
月
２４
日
逝
去
。
葬
儀
は
１１

月
２７
日
、
京
田
辺
市
内
で
執
り
行

わ
れ
た
。
喪
主
は
弟
の
克
己
さ

ん
。

地
方
公
務
員
制
度
改
革

関
連
法
案
で
共
同
声
明

地
方
六
団
体
は
、
地
方
公
務
員

の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
案
等

が
１１
月
１５
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
共
同
声
明
を
発
表

し
た
。
共
同
声
明
で
は
、
消
防
職

員
へ
の
団
体
権
の
付
与
等
の
問
題

点
を
指
摘
し
、
指
揮
命
令
系
統
の

混
乱
を
も
た
ら
し
消
防
活
動
に
支

障
を
き
た
し
か
ね
な
い
と
主
張
。

政
府
が
法
案
の
閣
議
決
定
に
至
っ

た
こ
と
を
遺
憾
と
し
た
�
詳
細
は

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

１２月５日現在の都市数
８１１団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1852号１２月５日平成24年
（2012年）

津田弥太郎・参議院厚
生労働委員会筆頭理事

福岡資麿・自民党
厚生労働部会長

（１） 平成２４年１２月５日 第１８５２号
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建建
運運
委委
のの
主主
なな
要要
望望
事事
項項

自
然
災
害
対
策
の
充
実
を

第
１
４
５
回
建
設
運
輸
委
員
会

で
は
▽
自
然
災
害
対
策
の
推
進
▽

各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進
▽
都

市
基
盤
整
備
の
推
進
▽
観
光
立
国

の
推
進
―
の
４
本
の
柱
か
ら
な
る

要
望
を
決
定
し
た
。
う
ち
、
自
然

災
害
対
策
の
推
進
で
は
地
震
・
津

波
対
策
等
を
要
望
し
て
お
り
、
防

災
・
減
災
の
必
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
。
同
対
策
の
推
進
に
は
、
２２

年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
」
が
活
用
さ
れ

る
。
同
交
付
金
は
道
路
、
港
湾
、

下
水
道
、
広
域
連
携
な
ど
に
用
い

る
各
種
補
助
金
を
原
則
的
に
一
括

化
し
た
も
の
。
政
府
が
２４
年
７
月

３１
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
日
本
再

生
戦
略
」
に
お
い
て
、
防
災
・
減

災
対
策
の
推
進
に
重
点
的
に
配
分

す
る
と
し
た
。
２５
年
度
概
算
要
求

で
は
、
２４
年
度
予
算
よ
り
６
６
１

億
円
増
の
１
兆
５
０
５
６
億
円
を

要
求
額
と
し
た
。

会
議
終
了
後
に
は
、
吉
田
耕
一

・
委
員
長
、
田
中
元
・
副
委
員
長

（
弘
前
市
）
、
藤
井
浩
治
・
副
委

員
長
（
四
日
市
市
）
が
要
請
活
動

を
展
開
。
国
土
交
通
省
の
増
田
優

一
・
国
土
交
通
審
議
官
、
菊
川
滋

・
技
監
、
志
村
格
・
観
光
庁
次
長

に
面
談
し
要
望
し
た
ほ
か
、
関
係

各
方
面
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

各
委
員
も
地
元
選
出
の
国
会
議
員

を
中
心
に
要
請
し
た
。

な
お
当
日
は
、
講
師
と
し
て
国

土
交
通
省
大
臣
官
房
の
藤
井
健
・

会
計
課
長
、
同
省
水
管
理
・
国
土

保
全
局
砂
防
部
の
大
野
宏
之
・
砂

防
計
画
課
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管

事
項
を
説
明
し
た
。

増
田
優
一
・
国
土
交
通
審
議
官
に
対
し
要
望

地地財財委委がが１１１１／／１１５５・・建建運運委委がが１１１１／／１１５５
産産経経委委がが１１１１／／２２１１・・地地行行委委がが１１１１／／２２１１

要要望望書書ままととめめるる
会議終了後に要請活動

菊
川
滋
・
技
監
に
対
し
要
望

地地
財財
委委
のの
主主
なな
要要
望望
事事
項項

都
市
税
源
の
充
実
求
め
る

小
川
勝
也
・
参
議
院
議
員
に
対
し
要
望

第
１
２
９
回
地
方
財
政
委
員
会

で
は
２５
年
度
地
方
税
財
政
対
策
に

つ
い
て
の
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
の
柱
は
▽
地
方
一
般
財
源

総
額
の
確
保
▽
都
市
税
源
の
充
実

確
保
等
▽
地
方
債
資
金
の
確
保
等

▽
地
方
公
営
企
業
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
強
化
―
な
ど
５
本
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
都
市
税

源
の
充
実
確
保
等
で
は
、
自
動
車

重
量
税
、
自
動
車
取
得
税
に
つ
い

て
代
替
財
源
を
示
さ
な
い
限
り
堅

持
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
ら

車
体
課
税
は
、
関
係
方
面
か
ら
廃

止
要
望
が
出
て
い
る
が
、
税
収
の

う
ち
５
０
０
０
億
円
近
く
が
地
方

へ
配
分
さ
れ
て
お
り
、
地
方
に
と

っ
て
は
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
廃
止
さ
れ
れ
ば
地
方
の
財
政

運
営
に
支
障
を
き
た
す
。

ま
た
、
都
市
税
源
関
係
の
要
望

で
は
、
関
係
方
面
か
ら
廃
止
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
に
つ
い
て
も
、
現
行
制
度
の
堅

持
を
強
く
求
め
て
い
る
。
ゴ
ル
フ

場
利
用
税
は
都
道
府
県
税
だ
が
、

税
収
の
７
割
が
交
付
金
と
し
て
ゴ

ル
フ
場
所
在
の
市
町
村
へ
配
分
さ

れ
る
。
廃
止
さ
れ
れ
ば
利
用
税
ベ

ー
ス
で
約
５
５
０
億
円
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
。
ゴ
ル
フ
場
が
所
在

す
る
市
町
村
は
多
く
が
税
財
源
に

乏
し
く
、
交
付
金
は
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
る
。

会
議
終
了
後
に
は
、
決
定
し
た

要
望
実
現
の
た
め
、
斎
藤
賢
一
・

委
員
長
、
豊
岡
賢
二
・
副
委
員
長

（
妙
高
市
）
、
上
田
正
・
副
委
員

長
（
江
田
島
市
）
が
要
請
活
動
を

展
開
。
小
川
勝
也
・
参
議
院
議

員
、
大
石
利
雄
・
総
務
省
総
務
審

議
官
に
面
談
し
た
ほ
か
、
関
係
各

方
面
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。
各

委
員
も
会
議
終
了
後
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
を
中
心
に
要
請
実
現

へ
向
け
協
力
を
求
め
た
。

当
日
は
講
師
と
し
て
総
務
省
自

治
財
政
局
の
末
宗
徹
郎
・
財
政
課

長
、
同
省
自
治
税
務
局
の
北
崎
秀

一
・
企
画
課
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所

管
事
項
を
説
明
し
た
。

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長＝

斎
藤
賢
一
・
二
本
松
市
議
会
議

長
）
と
建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長＝

吉
田
耕
一
・
坂
出
市
議
会

議
長
）
は
１１
月
１５
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
委
員
会

を
開
催
し
た
。
６
日
後
の
１１
月
２１
日
に
は
、
産
業
経
済
委
員
会
（
委

員
長＝

仲
元
男
・
大
和
郡
山
市
議
会
議
長
）
が
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
、
地
方
行
政
委
員
会
（
委
員
長＝

門
田
国
光
・
串
間
市
議

会
議
長
）
が
東
京
・
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を

開
催
し
た
。
な
お
、
社
会
文
教
委
員
会
は
１１
月
２８
日
開
催
予
定
。

当
日
は
各
委
員
会
の
所
管
事
項
に
関
す
る
要
望
を
決
定
し
た
。

各
委
員
会
の
要
望
は
、
１１
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
の
第
９３
回

評
議
員
会
で
決
定
さ
れ
、
各
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
項
目
を
加
味

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

本
紙
で
は
委
員
会
の
開
催
順
に
２
面
へ
地
方
財
政
委
員
会
と
建

設
運
輸
委
員
会
、
３
面
へ
産
業
経
済
委
員
会
と
地
方
行
政
委
員
会

の
概
要
を
掲
載
す
る
。

大石利雄・総務審議官に対し要請

第１８５２号 平成２４年１２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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２
面
に
引
き
続
き
３
面
で
は
、

産
業
経
済
委
員
会
と
地
方
行
政
委

員
会
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

地地
行行
委委
のの
主主
なな
要要
望望
事事
項項

地
方
分
権
改
革
の
推
進
図
れ

第
１
３
３
回
地
方
行
政
委
員
会

で
は
、
所
管
事
項
に
関
す
る
要
望

を
決
定
し
た
。

要
望
は
▽
地
方
分
権
改
革
の
推

進
▽
地
方
議
会
の
権
能
強
化
等
▽

消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
▽
過

疎
地
域
の
自
立
促
進
▽
合
併
市
町

村
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
▽
基
地

対
策
関
係
予
算
の
確
保
等
▽
治
安

対
策
の
強
化
等
▽
北
方
領
土
返
還

▽
人
権
救
済
制
度
の
確
立
―
と
９

本
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

会
議
終
了
後
に
は
、
門
田
国
光

委
員
長
、
竹
内
卯
太
郎
・
副
委
員

長
（
中
野
市
）
、
上
田
正
雄
・
副

委
員
長
（
長
岡
京
市
）
が
大
石
利

雄
・
総
務
省
総
務
審
議
官
、
望
月

達
史
・
同
省
自
治
行
政
局
長
に
面

談
し
要
請
活
動
を
展
開
し
た
ほ
か

関
係
各
方
面
へ
要
望
書
を
提
出
し

た
。
各
委
員
も
地
元
選
出
の
国
会

議
員
を
中
心
に
要
望
実
現
へ
向
け

協
力
を
求
め
た
。

当
日
は
講
師
と
し
て
総
務
省
消

防
庁
の
室
田
哲
男
・
総
務
課
長
、

同
省
自
治
行
政
局
の
山
�
重
孝
・

行
政
課
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事

項
を
説
明
し
た
。

同
委
員
会
が
要
望
し
て
い
る
地

方
分
権
改
革
の
推
進
で
は
、
第
１

次
一
括
法
、
第
２
次
一
括
法
と
２

次
に
わ
た
る
一
括
法
が
成
立
し
、

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
が

図
ら
れ
て
き
た
。
２
次
に
わ
た
る

一
括
法
で
施
設
・
公
物
の
設
置
管

理
基
準
等
に
関
し
条
例
制
定
権
が

拡
大
。
一
括
法
の
成
立
に
伴
い
内

閣
府
の
地
域
主
権
戦
略
室
で
は
、

１１
月
に
３
回
目
の
「
義
務
付
け
・

枠
付
け
の
見
直
し
に
係
る
条
例
制

定
状
況
調
査
の
概
要
」
を
公
表
し

て
い
る
�
詳
細
は
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
。
条
例
制
定
の
進
捗

割
合
で
は
、
都
道
府
県
が
約
５

割
、
市
町
村
が
約
２
割
と
い
う
結

果
。
未
制
定
の
自
治
体
で
も
概
ね

１２
月
か
２
月
議
会
へ
条
例
が
提
出

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
�
下
表

参
照
。

産産
経経
委委
のの
主主
なな
要要
望望
事事
項項

農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど

第
１
４
５
回
産
業
経
済
委
員
会

で
は
▽
農
業
振
興
対
策
▽
林
業
振

興
対
策
▽
水
産
業
振
興
対
策
▽
食

の
安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確
保

対
策
▽
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

―
な
ど
７
本
の
柱
で
構
成
さ
れ
る

要
望
を
決
定
し
た
。

う
ち
農
業
振
興
対
策
で
は
「
農

業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
の
活

用
に
よ
る
農
業
者
の
経
営
安
定
化

な
ど
を
要
望
。
同
制
度
は
麦
、
豆
、

て
ん
菜
、
米
、
そ
ば
な
ど
の
農
作

物
を
生
産
し
て
い
る
農
業
者
に
対

し
、
生
産
費
と
販
売
価
格
の
差
額

分
に
相
当
す
る
交
付
金
を
直
接
交

付
す
る
。
交
付
対
象
者
は
、
農
水

省
が
定
め
る
生
産
数
量
目
標
に
従

っ
て
、
販
売
目
的
で
生
産
、
耕
作

す
る
「
販
売
農
家
」
「
集
落
営
農
」

と
な
っ
て
い
る
。
２５
年
度
概
算
要

求
額
は
、
２４
年
度
の
予
算
額
と
同

額
の
６
９
０
０
億
７
０
０
０
万
円

を
要
求
。
同
制
度
を
活
用
し
農
業

者
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
。

会
議
終
了
後
に
は
、
仲
元
男
・

委
員
長
、
黒
井
徹
・
副
委
員
長

（
名
寄
市
）
、
天
木
幸
男
・
副
委

員
長
（
飛
�
市
）
が
、
面
談
順
に
本

川
一
善
・
水
産
庁
長
官
、
沼
田
正

俊
・
林
野
庁
長
官
、
篠
田
幸
昌
・

同
庁
次
長
、
今
井
敏
・
農
林
水
産

大
臣
官
房
長
、
皆
川
芳
嗣
・
同
事

務
次
官
、
富
田
健
介
・
中
小
企
業

庁
次
長
、
�
原
一
郎
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
長
官
へ
要
望
し
た
ほ

か
、
関
係
各
方
面
へ
要
望
書
を
提

出
し
た
。
各
委
員
も
地
元
選
出
の

国
会
議
員
を
中
心
に
要
請
活
動
を

展
開
し
た
。
な
お
、
当
日
は
講
師

と
し
て
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
の

佐
藤
速
水
・
予
算
課
長
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の
間
宮
淑
夫
・
政

策
課
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
項

に
関
し
説
明
し
た
。

大
石
利
雄
・
総
務
審
議
官
に
対
し
要
望

条例制定の進捗状況及び未制定条例の提出予定時期

未制定条例の提出予定時期

提出時期

調整中

０．６％

０．１％

１．３％

１６．９％

平成２５年２月

（３月）議会

４．６％

１３．５％

１２．９％

３６．９％

平成２４年

１２月議会

４５．０％

６４．２％

６５．９％

２９．２％

５０．２％

７７．８％

８０．１％

８３．０％

条例制定の

進捗割合

４９．８％

２２．２％

１９．９％

１７．０％

区分

都道府県

指定都市

中核市

市区町村

沼田正俊・林野庁長官に対し要望

本川一善・水産庁長官に対し要望

皆川芳嗣・農林水産事務次官に対し要望

（３） 平成２４年１２月５日 第１８５２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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理
事
会
で
重
点
要
望
を
決
定

衆
参
基
地
関
係
委
員
と
の
要
望
懇
談
会
も

第第
７７８８
回回
理理
事事
会会

予
算
確
保
の
要
望
決
定

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
神
田
隆
彦
・
呉
市
議

会
議
長
）
は
１１
月
２０
日
、
東
京
・

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門

で
第
７８
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
要
望
を
決
定
し
▽
基
地
・

調
整
両
交
付
金
の
増
額
確
保
▽
基

地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保

等
―
を
重
点
要
望
に
掲
げ
た
�
左

下
掲
。
総
務
省
所
管
の
基
地
・
調

整
両
交
付
金
は
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
翌
年
度
に
お
い
て
、
平

成
元
年
よ
り
３
年
ご
と
に
増
額
さ

れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
評
価
替

え
の
翌
年
度
に
該
当
す
る
２５
年
度

も
、
基
地
交
付
金
は
対
前
年
度
比

８
億
円
増
の
２
７
５
億
４
０
０
０

万
円
、
調
整
交
付
金
は
対
前
年
度

比
２
億
円
増
の
７０
億
円
が
概
算
要

求
額
と
さ
れ
て
お
り
、
満
額
確
保

を
求
め
て
い
く
。
理
事
会
で
は
、

総
務
省
自
治
税
務
局
固
定
資
産
税

課
の
植
松
永
次
・
課
長
補
佐
と
防

衛
省
地
方
協
力
局
の
谷
井
淳
志
・

地
方
協
力
企
画
課
長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
概
算
要
求
を
説
明
し
た
。

神
田
隆
彦
・
会
長
が
あ
い
さ
つ

要要
望望
懇懇
談談
会会

終
了
後
に
要
請
活
動

基
地
協
は
理
事
会
に
引
き
続

き
、
衆
・
参
基
地
関
係
委
員
会
と

の
要
望
懇
談
会
を
開
い
た
。
当
日

は
国
会
議
員
を
代
表
し
、
松
あ
き

ら
・
参
議
院
総
務
委
員
会
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
加
藤
敏
幸

・
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
委
員

長
、
神
風
英
男
・
前
衆
議
院
安
全

保
障
委
員
会
委
員
長
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
賜
っ
た
。
懇
談
会
で
は
、

基
地
対
策
関
係
予
算
の
増
額
確
保

な
ど
に
つ
い
て
、
基
地
協
を
代
表

し
副
会
長
の
服
部
敏
男
・
和
泉
市

議
会
議
長
と
鷹
羽
茂
・
恵
庭
市
議

会
議
長
が
要
望
。
出
席
し
た
関
係

国
会
議
員
に
協
力
を
求
め
た
。

懇
談
会
終
了
後
、
理
事
会
で
決

定
し
た
要
望
実
現
の
た
め
、
正
副

会
長
・
相
談
役
に
よ
る
実
行
運
動

班
を
編
成
�
編
成
市
町
は
左
掲
。

大
野
元
裕
・
防
衛
大
臣
政
務
官
、

大
石
利
雄
・
総
務
省
総
務
審
議
官

に
面
談
し
要
望
し
た
ほ
か
、
関
係

各
方
面
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
�

提
出
先
は
左
掲
。
基
地
協
加
盟
市

も
地
元
選
出
の
国
会
議
員
を
中
心

に
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

【
要
望
書
提
出
先
】

総
務
省
�
▽
樽
床
伸
二
・
総
務
大
臣
▽

大
島
敦
・
副
大
臣
▽
藤
末
健
三
・
副
大

臣
▽
稲
見
哲
男
・
大
臣
政
務
官
▽
石
津

政
雄
・
大
臣
政
務
官
▽
森
田
高
・
大
臣

政
務
官
▽
小
笠
原
倫
明
・
総
務
事
務
次

官
▽
大
石
利
雄
・
総
務
審
議
官
▽
株
丹

達
也
・
自
治
税
務
局
長
▽
平
嶋
彰
英
・

大
臣
官
房
審
議
官
（
税
務
）
▽
前
田
一

浩
・
固
定
資
産
税
課
長

参
議
院
�
▽
加
藤
敏
幸
・
外
交
防
衛
委

員
長
▽
風
間
直
樹
・
外
交
防
衛
委
員
会

理
事
▽
佐
藤
正
久
・
外
交
防
衛
委
員
会

理
事
▽
島
尻
安
伊
子
・
外
交
防
衛
委
員

会
理
事
▽
松
あ
き
ら
・
総
務
委
員
長
▽

吉
川
沙
織
・
総
務
委
員
会
理
事
▽
江
崎

孝
・
総
務
委
員
会
理
事

防
衛
省
�
▽
大
野
元
裕
・
防
衛
大
臣
政

務
官

実
行
運
動
班
編
成
市
町

▽
会
長
�
呉
市
▽
副
会
長
�
恵
庭
市
▽

同
�
多
賀
城
市
▽
同
�
綾
瀬
市
▽
同
�

御
殿
場
市
▽
同
�
防
府
市
▽
同
�
久
留

米
市
▽
同
�
熊
本
市
▽
同
�
新
富
町
▽

相
談
役
�
大
和
市
▽
同
�
舞
鶴
市

要
望
陳
述
す
る
服
部
敏
男
・
副
会
長（
写

真
右
）と
鷹
羽
茂
・
副
会
長（
写
真
左
）

松
あ
き
ら
・
参
議
院
総
務
委
員
会

委
員
長
が
あ
い
さ
つ

基地対策関係予算の所要額確保
に関する重点要望

１．基地交付金・調整交付金（総務省
所管）の増額確保
平成２５年度予算において、基地交

付金２７５億４０００万円（対前年度比８
億円増）、調整交付金７０億円（対前
年度比２億円増）の概算要求額を満
額確保すること。

２．基地周辺対策経費（防衛省所管）
の所要額確保等
（１）平成２５年度予算において、基地
周辺対策経費１，２１５億円（歳出ベ
ース・対前年度比３０億円増）を確
保すること。
また、基地周辺対策事業につい

ては、近年、補助対象施設・範囲
の拡大等の適用基準の緩和がなさ
れたことは評価されるものである
が、今後更に緩和を図ること。

（２）在日米軍再編に伴い負担額とな
る市町村に対しては、十分な支援
措置を講ずるとともに、再編に伴
い現行の基地対策関係予算に支障
が生ずることのないよう十分配慮
すること。

基地協

大石利雄・総務審議官（左から５人目）に対し要望

大野元裕・防衛大臣政務官（左から６人目）に対し要望

第１８５２号 平成２４年１２月５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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